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ネパール・テライ低地におけるヒ素汚染集落の水問題 
松尾 宏  
 






は、2011 年度より文科省科学研究費の補助を受け、5 か年計画（2015 年度まで）によ
る総合的調査の一環として実施したナワルパラシ郡パラシ東方農村部における筆者分担
研究の報告の一部である。  
2. ネパール調査地域の概要  
ネパールは北の中国（チベット）と南のインドに挟まれた内陸国で、東西約 885km、
南北幅平均約 193km、国土面積 47,181km2 の国である（図 1）。国土の大きな特徴は、
狭い南北幅の中で、世界で最も標高の高いエヴェレスト（8,848m）から約 70m の平野
低地までの高度変化がみられることである（図 2）。  
本研究の調査地域を含むテライ低地は、インド北部のヒンドスタン平原に続くインド





2012 年 3 月に 25 の集落を訪ね 100 箇所




3. 水利用の特色  









図 2 ネパールの高度別区分図 
 































表 1 水利用施設の分類（聞き取りによる） 
 
水塔から導水される水道がある（写真 3）。 
























写真 1 伝統的堀井戸 
写真 2 管井戸・手押しポンプ 




ブラーマン (７％ )、チェトリ (５％ )、バイシャ (69％ )、ダリット (10％ )であった。  
 
 
3-3 水利用の状況  
集落内の掘井戸と管井戸について、2 つの集落における利用井戸について、マフワで
は 86 人、コカプルワでは 57 人に対して井戸利用者の家と井戸を調査した。確認井戸数
は、マフワで 66 基、コカプルワで 39 基である。マフワでは共同堀井戸（2 カ所）を除
くと、管井戸が 64 基あり、管井戸の普及率はマフワで 74％（86 家族が 64 の管井戸利





はマフワには 2 基、コカプルワには 1 基が残されており、マフワでは日常の生活用水と
して掘り井戸に依存する家族が 15 家族あり、頻繁に利用されていることが確認できた。
利用者は洗濯や生活道具の洗いものをしたり、体を洗ったりする女性が目についた。  
4 調査結果、井戸の深さとヒ素被害の関係                          
調査地域における井戸水（地下水）のヒ素汚染は、第 2 帯水層（深さ凡そ 60～75 フ
ィート）に分布することが同行した調査グループにより解明された。図 4 は 2014 年の
調査によるマフワにおける井戸別の深さを示したものである。マフワでは 55～65 フィ
ート（16.8ｍ～19.8ｍ）の井戸が大部分で、50 フィート（15.2ｍ）以下がわずかにある
程度である。そのうち約 30 フィートと 18 フィートの堀井戸（掘り井戸は実測、管井戸
は利用者からの聞き取り）が 2 基含まれる。  
コカプルアでは 65～75 フィート（19.8ｍ～22.9ｍ）が多いが、35 フィート（10.7ｍ）
以下で 20 フィート程度の浅井戸の管井戸利用が多いのが特色である。なお、ここで問  
題となるのは、ヒ素濃度が高い 60～75 フィート（18.3～22.9ｍ）の帯水層の地下水を住
















管井戸は、45 年ほど前から普及し、最初は 20～40 フィート（6.1ｍ～12.2ｍ）の井戸
が掘られた。次第に深い井戸が掘られるようになり、25 年前頃からは 50～70 フィート
（15.2ｍ～21.3ｍ）の井戸が多く掘られ、現存する井戸は 50～70 フィートのものが多














写真 4 非衛生的な井戸 写真 5 マフワの共同井戸 1 
写真 7 コカプルワの共同井戸 
足場が悪い状況で水を汲んでいる 




















ールでの基準値はその 5 倍の 50ppb となっていて高い基準であるが、ナワルパラシの




































図 4 マフワ集落井戸別水深 写真 8 ヒ素被害で皮膚病になったとい 
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本研究は、2011 年度から 2015 年度まで 5 か年計画による科学研究費補助金  基盤研
究（B）海外学術調査「ネパール・テライ低地におけるヒ素汚染の実態とその対策に関す
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